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公教育システム研究第3号 2003 

<実践レポート>

地域商庖街と連携したチャレンジショップの取り組み

一一実蹴句な商業高校教育の倉崎一一

佐藤琢磨事

森 政喜紳
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おわりに

はじめに

この取り組みをするきっかけは，数年前東京の高校生が商盾街の空き庖舗で農業高校から学校の授業ではなく，

自分達司虫自に都内の農業高校のジャムなどを仕入れ，売るという取り組みを偶然にも，私がよく行く捌11市の岩

田書庖の岩田餅士長と当時研究会でお世話になっていた駄大淵混生の佐繍告章氏(現愛媛大講融問の両名から

同時に聞いたことから始まる。

また，その時の高校生のK君は，高校3年生にして商届街ネットワークと言う桝試浩社のf土長をやっており，そ
のK君がね偏重に来た時に，砂川和三岩田書盾の岩田社長(商盾衝ネットワークの重伺の紹介で実際に会し慣を

していく中で" r私は商業科の出身ではないが，すべての高校生に今回のような体験は，してもらってもいゆ撒
です」というような内容の意見を話されるのを聞き，これ比すごし、と思し、ました。また，その時緒にこられてい

た商業科出身のT君が，その時の決算書を見せてくれ，学校で学んだ備投，見事に応用しているのを拝見し，そ

の後高校で学んだ知識を生かしてNPOを立ち上げたとの話も聞くことができた。

このレポートでは，昨年度(弔或14年島 10月課題研究の調査研究商品グノlr-プが砂)11市の商届衝の方々の協

力を得て空き盾舗を借りて行ったチャレンジ、ンョップの取り組みをまとめてみた。

1.課題研究調査研究(商品)仇v-ープの授業内容

商業高校にはまとめ学習的な位置付けの科目として課題研究という科目がある。この科目の内容は学校によっ
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て調査研究にシフトしているものや検定にシフトしているものもある。本校の課題研究の商品グノレープは，実験，

調査研究を中心I:.fiってきた。

昨年度(平成14年島はs男子5名女子3名の計8名の生徒が選択した。

1学期はおもに清涼飲料水についての調査研究を行った。まず，興味のある清活敬料水について，糖度の測定，

PHの測定，使用されている食品納日物として合成着色料と天然着色料の也、，団日な点などを商品実験を中心に

学び，自分が清涼飲料水を製造している企業家という設定で子ども向けの駄菓子感覚の清涼飲料水を開発し，手引

書，ラベルなどを開発するということを行った。後半は8名を3つのめレープにわけ， rカルキングJ，リボンナ
ポリンJ，rコカコーラJと3つの清涼飲料水をテーマに企業に質問をし，その解答と実験の結果をまとめたレポー
トを作成した。

2学期は，夏休み中の開桧の授業実践を参考にして，資料をまとめレジメをつくり発表するという授業を前半

行った。これは生徒州ンターネットで資料を集め，たとえ同封土をつくることができないかということも過去

にやった時，資料を整理して使うとし、うことが非常に苦手であったためにとりいれたものである。生徒は私のも

っているSOHOピジネス関係の本から好きなテーマをコピーして，そのテーマについて，レジメを作り，発表す

ることを行った。生徒にはチャレンジショップをやるうえでもこのようにレジメをっくり，資料をまとめるカが必

要になると考えたからである。 2学期の1回目の授業で生徒には.， 2学期は空きm舗を利用したチャレンジショッ
プ，実際、に庖を出してみなし、かと言う話をしてみた。生徒は一府ムの提案をよく瑚平できていたかどうかは疑問

であるがやる方向で了解してくれた。

資料1 課題研究商品仇Ir-プの概要

1.対象学年 3年生

2.単位数 2単位月曜日6時間目オ曜日4時間目

3.構成 男子 5名(情報畑覇ヰ2名，商業科3名)

女子 3名(商業科3名)

合計 8名

4.授業の戸耀

1 学期""~育痕飲料水についての実験と調査研究

倒献敬料水についての実験を行う。

清涼飲料水の糖度の測定， PHの測定，合成着色料と天然着齢十に衡する実験，

子ども向附育涼飲料水の製造実験(子ども向けの清涼飲料水の開発，説明書，ラベルづくり)

②3グループに分かれて， rカルキングJ，rリボンナポリンJ，rコカコーラJ

について各グループごとに調五

a.インターネットを使った調査

b.直張詮諜にコンタクトをとり，企業に質問を送つての訴置

③実験した結果と調査したことをレポートにまとめる

2学期

①資料を見てレジメにまとめて発表する練習。

(善導土作りなどの資料をまとめたりする準備のために必要なスキノ吟

②チャレンジショップの取り組み

信灘品の開発

ホッカイロ A，商長名 B，キャッチコヒ~'- C，ラベノレ作り

リンゴジャム A，商品名 B，キャッチコピー C，ラベル作り
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地域商庖街と連携したチャレンジショップの取り組み

D，広告作り E，簡単なホームページ作り

2.チャレンジショップ開屈までの流れ

(1) 2学期授業開き 8月19日(月)

空き眉舗を利用しての庖づくりについて生徒に提案当分の聞は SOHO関係の資料をまとめてレジメを作成

し，発表する練習をしていくことを話し，レジメの作り方を説明する。

(2) レジメとして出てきたもの~rベット産業J ， r:現金問屋]， rストーカー」
レジメづくりは3時間ほどやり，この間にチャレンジ、ンョップを行う砂川市の中央市場と連絡をとり，盾舗の見

学の話を進める。次回出砂川市の中央市場に届舗見学に行ってみることを予告しておく。

(3)脱南見学 9月2日(月)

担当者2名で生徒を引率し，砂~II市の中央市場の空きj苫舗を見主主庖の広さを確認し，商盾街の方に挨拶し，使

用料などの説朋を受ける。生設と一緒に行くことで届のイメージを共有する。市場の方の話によると会場費，電気

f-'Cとして6，000円ぐらし、かかるとのことあった。

(4)レジメを使いチャレンジ、ンョップの授業開始 9月5日(対

私の作成したレジメ，プロジェクトxr:お庖を出そう!Jを使い今後の授業の予定ゃあなたが社長になったつも
りで企画書をつくろうということで授業を進めた。

授業の進め方は生徒会執行部の指導のように，生徒とのやり取りを大切にしながら進めていく。人数的にも大

学のゼミ形式ゆ授業形態で行う。

日常の授業が一方面首句な形式のものが多いためか，活発とは言えかったがお互いに意見を出し合い，生徒のや

りたい居としては「雑貨屋J， r.何でも屋J，r喫茶庖J，rカレー屋lという意見が出てきた。中央市場で売りたい
商品や，売れるのではなし、かという商品としては，アイスクリーム，コ}ヒペカレーと言う意見が出てきた。

立地条件，客層を考えもっとこうした方がよいので、はないかという想いもあったが，意見は誘導しないで生徒の

意見を尊重した。ただし，教員側からは，必修課題商品として天売島の「天売毘痛」と「天売特産のガラメ毘痛」

出白、す顎ってもらうことにして，生徒に梢号してもらう。生徒からは，昆布も売るとなるとメインで売るものは何

なんだという意見が出ていた。

会場費と電気代で6，000円かかるということであるが，この時点で間車長としては仕入をしたりする予算の師庁

がなし、ことであった。これらの費用は，教員が出すとし、うことで生徒には自分のやる気を瑚草してもらおうと努力

した。

このとき"何でも窟'を提案した生徒は「佐調抗生の出資はありがたいが使わずにゼロで住入れたい」と言う

やさしい意見を出してくれたλ彼らは 1年生の時，学校祭でリサイクルショップを経験しているので， りサイク

ルは元手がなくても儲かることを醐草しているのである。人通りの多いとはいえない昼間の商盾街で商品を売るア

イデアとしてはチラシと言う意見が出ていた。

(5) 砂~II市の保傭斤〈行く 9月9日明)

前回の授業でカレーと言う意見が出ていたが，食品を扱う場合は保簡訴の許可が必要となる。学校祭のバザーな

どは当然食品を扱う場合は保傭折の許可を取って実施しているのである。しかし，この許可キ許可にかかわる手続

きは教員が行っており，このあたりのやり取りは生徒にとってはブラックボックスとなっている。また，この授業

をやる時に私個人としては東京の高校生のように封土をつくってやってみたいという想いもあった。しかし，封土

をつくることは現実の問題として，登記費用や" 2学期と言うこともあり時間的な品噛であきらめざるを得なかっ

た。そこで考えたのが，保甑庁からバザーではなく臨時営業許可を取り商売をするというやり方である。私達の身

の回りに荊Eする商庖は封土ではなし、ものもある。封土にこだわるのではなく，あくまでも商売をする方法を学ば
せることに重きをおいた。そして，この点目友省点として残るが，私は生徒がカレーをやりたいということだった

ので，調擦に唐を借りてできるものなのかどうカ考える参考にと保鍵斬の方とコンタクトを取り，生徒を砂川市の
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保悔庁にある食品衛生協会に連れて行ったので、ある。

事前に保傭訴の方には今回の趣旨を話しておき，学校祭のようなバザーの形で、はなく商売をするとし、うことで営

業許可を取り実施したいということを瑚草して郎、ておい丸保傭折の方もこの趣旨を理解され，一般の方と同じ

ように扱ってくださるということになった。

問題在としては保侮庁の方と憎苦したが，鞘官に生徒とゆっくり打ち合わせをしていく暇がなく，生徒はなぜ今

日の授業は砂川市の保働市こ行くの減臨しないままに， J留に行かれたとし、う感じで、あった。反省してし唱。

だが，保闘ト行くことでカレーやコーヒーなどの食品は，許可がいること，カレ}は作りおきができなし、こと

などを学んた保儒庁の方とのコンタクトはこのような授業を行う場合，学校だけの内輪の取り組みとしての認

識から，公の取り組みへと生徒の意識も変えていくのに出必要なプロセスなのである。

(6)商業科会議でチャレンジシヨツツプの話を説明 9月11日(水)

学校として行う初めての取り組みなので，全体に出す前に商業手同醐平を得る。授業も課題研究を2時間続きに

するなど迷惑をかける場面も出てくるので瑚平と協力を求めたが，好意的に受け止めていただけた。

(7)カレーは無理 9月12日(木)

前回，保悔庁ぺ7った結果を受けて2 カレーは設備，造りおきできない点，行事ではなく一部の生徒カ寝業の中
明子う取り組みのため授業時間の開系で，当日は朝からチャレンジショップの準備をできるわけで、はない。時間的

なものを考えると生徒提案のカレーは難しいという結論になるというかあきらめてもらう。生徒は現実の厳しさ

を知り，がっかりしたに違いなし、。

この時点で生徒提案のものとして，コーヒー，アイスクリームは残る。早速男子生徒の一人が， r奈井江の町長
さんは牛を飼っているので，町長さんの所のミルクを使ったアイスクリームをつくろう」などの意見が出る。

商業科の生徒は2年生の時の「商品」の授業でアイスクリームの製造実験をしており，アイスクリームを作った

経験がある。私も，このアイデアは面白いと考え，次回の授業ではアイスクリームをつくることにした。

(8)アイスクリームの製造実験 9月19日(木)

次回はアイスクリームの製造実験と言うことに決めたまで、はよかったが，このあたりで，カレーライスのことも

あり不安がつのり保断へ電話して，アイスクリームを商業高校の生徒カ測量し販売することは果して可能かどう

か生徒には、はからないで楳健所の方に聞いてみた。すると保縄所の方は大変ご機嫌斜めであった。

「カレーライスがだめなら，アイスクリームというのはおかしいのではなし治、だいたい，アイスクリームはカレ

ーライスの臨時営業許可とは謹う条例の関係の許可になり，お金も4，400円かかるとのこと。そんなに簡単に保健

所の許可がおりると思ってもらっては困る。そもそも先日の生徒さんの態度はなんなのた保健所へ許可をとりに

来る方たち怯皆:t-d瀬いしますと必死の思いで来るのですよ。」とかなりきっく言われる。また， rアイスクリーム
は大腸菌の数の検査，冷蔵庫，食品衛生責任者の資格がなくてはならない」など，細かく教えてし、ただいた。

そして授業となり，アイスクリーム作りの合聞に保闘庁の方とのやり取りを説明し丸自分達で作って売るのは

難しいという話をする。カレーに続き，アイスもだめとなると，生徒は間違いなくやる気をなくす。このままでは

まずい。ちょうどこのとき，新聞の記事で近くの岩見沢農業高校でアイスクリームを製造し販売していることを知

る。早遮岩見沢農業高校に霞苦して，こちらの趣旨を説明する。商業高校の生御濃業高校の生徒の製造したア

イスクリームを販売するという科ヰの枠を越えた取り組みをしたし、とのことを話したところ，初めてのことでもあ

り，検討させてほしし、とのことであった。そして数日後ま子サンプル品としてバニラ，チョコレート，コーヒーの

アイスクリームを農業高校から売ってもらう。農業高校は牛乳も製造でき，アイスクリームも鈍置できる立派な施

設を保有しており，大腸菌の数の検査などもできるすばらしい描設であった。そこで彼らは自分達が飼育している

牛から牛乳を絞り，それを自分達の工場で加工し，自分達の商品として販売するのである。お客様に自分達の作っ

た製品を食べてもらえるのである。うらやましし、限りである。商業高校はそこまではできなくてもそれらの商品

を揃置させることにはたけている。何とカヰ可者を結び付けたし惜しがあった。

そこで、アイスクリームの製造実験後，生徒に自分遣でアイスクリームを艶宣して販売したし、とし、う気持ち財っか

るが，現謝句に同木枝には大腸菌の検査をする設備もないし，食F占鑑責任者もいない，そこで岩見沢農業高校か
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地域商底街と連携したチャレンジショップの取り組み

らアイスクリームを位:.A.nて売ってはどうかと提案した。次回，買ってくるので試食してみようと言うことで授業

は終わる。

(9)アイスクリーム試食と新聞社(空知プレス)が取材に来る 9月26日(木)

資料2のレジメをもとに授業を進めた。

まず，岩見沢農業高校のアイスクリームの試食をしてみる。調擦に食べてみて自分達の製造したのと比べてどう

か，自信を持って売れる商品かどうか確かめてみる。生徒はそれぞれの味を試食してしりた。生徒の言枠制気にな

ったカ雫幹Jjはよかった。

次に生徒がコーヒーはエスプレッソコーヒーにすると言っていたので，何とかしてあげたいと考え，お屈にエス

プレッソマシンを見に行く。エスプレッソマシンで手軽な価格なものはなく困った。するとホーマックで簡単で安

いエスプレッソマシンを発見早速購入し試してみる。授業の前に何度やっても泡立たない。劃明書を見ると抱立

たないと書カれておりガッカリした。授業で、は一応生徒にエスプレッソコーヒーを作るi基具を買ってきたことを誌

やってみるが生徒にも不評で、あった。

結局エスプレッソコーヒーはボツになる。

頭で考えれば，わざわざエスプレッソマシンを買わなくてもいいのではなし、かという意見もあるかもしれなし、

しかし，生徒と前弛嵩呉し，生徒に自分の問題としてこの取り組みを醜早させるためにはこのようなやり取りは欠

かせな凡経費留臓，時間の無駄と考えれば，耕市にはうまくいったように思える取り組みもそれは自己満足であ

り，生徒のものにはならないのである。

このような試食のやり取りをし，いよいよ役割分担に入る。ここからは，生徒に司会をしてもらう。司会の進行

で役割分担はスムーズに決まる。これも耕市がやっては取り組制コ意蜘tなくなる。時聞がかかっても生徒にや

らせることが大切である。

資料2 課題研究本日の内容

1.岩見沢農業高校のアイスクリームの訣食

2.コーヒーの詐敬~エスプレッソコーヒー

3.仕事の分担

。土長 佐藤琢磨(教員)

舗帽長 森政喜(老掴)

③専務兼!苫長~みんなの代表

-保健所〈の手続きの手伝いなど

.雑務全般

副底長

・底長を助ける

④広告・宣伝

・ポスタ}の作製

'POPの作成

・新聞折込チラシの作域

信漏邑~礼儀接客の指導

・接客のマニュア!v-づくり

倣理~会昔懐曜

⑦居舗設計~庖のレイアウトを考える

4.次回

・価格決め
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-取り扱い商品の確認

'POPのイ骨戎

・ポスター作り

(10)商品免職の学習 9月30日(月)

商品を販売オるにあたり犬切なことの一つに商品失織があげられる。お客様が尋ねたときに自分できちんと商品

を説明できなくてはならなし、。説明できるということは商品を知っているということで，自信を持って商品を販売

することが大切である。

まず，商品として売るコーヒーを男擦にいれて誤飲してみる。ブ、ラジル，モカの違いなどをまとめでして。とろ

ろ毘痛も試飲してみる。普通のとろろ毘舟とどう違うのれ調擦の商品にふれ商品知識を学習することで，売ると

きにどんなところをポイントにして売るかを各商品ごとに各担当者が考えるのであるが，このような作業が，なか

なか難しし、

品数が少ないことから教員側から取り扱し、品目として「うす皮」を提案する。

(11) POP広告の書き方の学習 10月3日(木)

取り扱い商品も決まったところで手書きのPOP広告の書き方を学習する。ベンの持ち方，運ひ芳を伊腫をもと

にして各自僧或してみる。取り担い商品の価格についても考える。

(12)チラシ広告の作成 10月10日(木)

POP広告やチラシを僧食するということは価格を設定するということである。本来であれば仕ス原価を計算

し，値入をし，腕若価格を設定するのであるが第l回チャレンジショップは私自身まったくの手探り状態で進める

こととなり，じっくり耕花作成し値入について考えさせることができなかった。また，商品の仕入についても生

徒に直接交渉させることができなかった点は反省点として残る。その反省を活かして第2回目(平成15年11月6

日実胞のチャレンジショップI:l:行われた。

第1回目についてl訴ムの作成した経費一覧を参考にして幅臓を決めた。どの商品齢、くらで，どこまで売ればベ

イできるか売上目標の目安を考えた。

価格が決まったところで，パソコンを使ってチラシ作りの糠習を行った。 1年， 2年と情報処濯の授業などで学

んだ知識を応用してのチラ鴻併である。普段学習していることが現実の社会と向き合うチャレンジ、ンョツプの中

で応用され，普段学んでし、ることと現実の佐会とが結びつく場面である。

生徒たちはフロッピーデ、イスクの中の「とろろ昆布J，rアイスクリームJなどの部品を使いチラシ作成してし、っ
た。

(13)ワードでチラシ・広告作り 10月15日伏)

前回は価格決めがほとんどであったため，資料3のレジメを働、，本格的にチラシ作りを行う。

資料3 チラシI~必ず載せなくてはならない語句

1.日程 10月21日伺) 開眉13:30から閉庖15:30まで

2.場折中央市場捌11市東1条北2丁目

3.商品名とイ耐各~商品の特徴を書く

①とろろ昆布(天売特産，粘りが強い，天売昆布このあたりでは手に入らなし、)

1袋 350円

②岩見沢農業高等学校製造のアイスクリ}ム
品ー

ハニフ 1個 140円

チョコレート 1個 150円

③うすかわ仇瀬布町特産この辺では手に入らない，おにぎりを包むと長高においしい)
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地域商庖街と連携したチャレンジショップの取り組み

1袋 150円

④プノレックスファームコーヒー

プヲ以ルプレンド (苦味とこくが特働 1杯 80円

モカプレンド 但鯨とこくが特働 1杯 80円

4.商唐名とコピー

「ビッグマウンテンJ

~奈井江商業高校の生徒が一日だけ開貯する夢のお庖~

なかなか，手に入らないものばかりです。慰陀もご期苫ください。どの商品も数に限りがあります。売り切れ絹此消費

税はとりません。

などのコピーをいれる。

(14)最終打ち合わせ 10月17日(木)

最終打ち合わせは，資料4のレジメを使い，届長が中心となり，損酔会計の処理などをローノレプレイの形で行

う。挨拶の練習や商品の受け渡しなど調擦にやってみる。放調機，係りの生徒が残り，手書きのPOP広告づくり

をする。

資料4 課題研究最終打ち合わせ

売上目標 37，250円 昆布代が払えればOKです!

1.売り場の担当(責佑者)を決める

①天売昆布 1人

②とろろ昆布 1人

③コーヒーモカ 1人

ブラジノレ 1人

コーヒーを造る人 1人伺tをくむ人もいれて)

(コ}ヒーは生ごみ，フィルター位撚えるごみ)

④うす功ミわ 1人

⑤アイスクリーム 1人

・府長は売り場全体を見て，大変なところを手伝つで欲し川

.インタピューなどにも答えて欲し11¥

2.売り場の責任者は自分の商品について商品知識を学習しておしお客様に説明できるようtζ

3.横昌

江牒拶

「いらっしゃいませ」大きく明るい声で

「お買い上げありがとうございますJ感謝の気持ちを込めて

rooがO点で00円になります。Jr.おつり00円になります。Jr少々お待ちくださしU

②商品の受け渡し

・昆布，うす"lJ'vl立{酎しをはがしてから渡す。

.買し物袋にNtて渡す。

・アイスはスプーンをつけてあげる。

・コーヒーは「ミルクと初糖はお付けしますカサとお伺いする

4.注意事項
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①コーヒーの水は肉屋さんにくみに行く。

②テレビ、，新聞の取材は受けた人がしっかり答える。

③両替などは自分の財布からはしなv¥

任涜り場では座って休まない。

⑤手洗いをする。

⑥お客様にいやな思いをさせない。

6.当日の祈酌

10/19 (土〕 夕方冷蔵章を学校から運ぶ

10/20 (日) 夕方掃除底作り，商品の陳列などの関盾制御こ行く。森先生は特甘

中，岩見沢農業直披へアイスクリームを取りに行く

10/21伺) 学校出発 12時45分

居舗至l渚

開盾

13時

13時30分(つり銭の用意)

6.服装と持ち物

正装(ブレザ'--) 電卓 (1人1台)

※この日，新聞底に折り込み広告約 5，000枚をた額いする。商盾街にポスター倒的聞く。

(15)直前の流れ

10/19 (土) 18時30分頃席舗に冷蔵南軍び，庖長と副庖長が商品陳列ケースを

並べる。

10/20 (日) 18時30分頃会場にポスター， POP広告を貼る。商品陳凡

4名参力民

10/21伺) 当日，朝の打ち合わせで要項を自己布。昼休みに出免

3.なぜチャレンジショップを行ったのか

資料5に，目的と言うことで6つあげている。

1つめは「地域の商盾街の活性化に商業高校生として協力する。」とし、うことである。

本校はl学年2クラス計6クラスの商業高校である。毎年，生徒を集めるのに苦労しており，定員出制哉員の様々

な，何年もの縦続した努力にもかかわらず，盤すことはめったにな凡そのような中で，我々は常に関われている。

「奈井田Tに商業高校は本当に必要なのであろう仇Ji商業科の耕市で、ある私にとっては特に，商業較育の帯弛

とは何か」とし、う問題ともリンクしてこのことが問われるのである。

自分の聴揚がなくなるから残してほしいとし、うのではなく，地域の人にとって本当に商業高校出必要とされてい

るのれこの間いの答えを示さないかぎり，たとえ大規駒2商業高校といえどもその相自耐直を示すことはむずか

しし、。

地域の商届街も現在，危餅句な状況にある。そのような中で前年は地減の商居街の調査を行った。そのなかで，

地蛾の商業高校として，地域の商届衝となに対車携することはできなし、かと考えたのである。地械の商盾街の中で

活躍するチャンスがあるとし、うことは奈荊QJBJに商業高校の存在意義があることにならなし、かと考えたのである。

2つめは「日頃学習してし、る内容を，チャレンジ、ンョップの実践をとおして，期全会の中で応用してみる。また，

日t震学習していることと類全会の結びつきを体験する。」

これlは主 当時醐司じは大の大朝静1完生であつた佐藤f治告章氏のアメリカオレゴL刈刈刈ぺイφ引j卜i'I'刊lトH、仰l
の影響をうlは土具体的に実践していく中で目標として掲げたものである。怯謀事氏の報告によると，アメリカの教育

改革の中でアカデミックな科目と職業教育が相反するのではなく，それらはお互いの弱点、を補強し，生徒にな世今

これを単ぶのか，この学習が将来の自分の仕事にどうかかわるのか考慮したカリキュラムがアメリカでは学校関係
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地域商盾街と連携したチャレンジショップの取り組み

者，企業の方も交えてつられているという報告を聞いたのである。また，佐藤氏を校内研修会に招いて学習してい

く中で本校のカリキュラムも作られていったので、ある。

授業も普通耕ヰの「化学」と専門教科の「商品」との自主編成テキストによる「繊佐と糊リJの合同授業イン

ターン、ンップ，給合的な学習の時間など佐藤氏から受けた影響は大きい。佐藤氏が理論を示し，現場の我々が実践

してみるということが数年に渡り実施された。また，現在も佐藤氏の影響を受けた授業カミ行われている。チャレン

ジショップの取り組みもその中(J)-つである。

3年間にわたり生徒は系掘に商業を学んでいく。しかしそれは商業だけの力で成り立つもので、はなく普通

教科との連携のなかで身についていくのである。 1年生の計算事務の中で学んだ知識や商品の授業の中で学んだ知

識などをまとめ学習としての課題研究のなかで統合されていくのである。

3つめは「実際に空き居舗を借り，営業手続きをし，チラシ，広告をまくことをとおして商業高校生として商売

のノウハウにふれる。」卒業する生徒の半数は制裁していく。その彼らに本当に必要な知識を学校は取り扱ってい

るのだろうね SOHOと言う言葉，起業家教育と言う言葉があるが，封土をつくらなくても営難午可を取り商売

をし，鮒7からでなく商I会議所からの融資など生徒に必要なことをいっ，どの耕ヰでどのように扱うの坤鯉さ

れていないのである。チャレンジショップをやることにより現実の営業を行うためにはどのような失轍，スキルが

必要なのか，それはどの科目でどのようにあっかえばよし、かが我々耕市にも生徒にもみえてくるのである。

4つめは「地域のなかで活躍している大人の姿を見せ，接点を持たせることで視野をひろげる。」とし、うことで

ある。

前年度(平成 13年島の課題研究商品グループは奈井江の商屈衝についての調査を行った。これは，目的の1

の問題意識の中から出てきたことであるが，生徒と地元の商届衡との接点を持ちたいと考えたのである。生徒は，

地元の商庖街の中の調査したい居を決め，聞き取り調査を行っていった。お届の歴史，お客様の年齢層，商工会と

のかかわりなどである。その中で，出走はお客様は高齢者が多いことなどを理解していく。生徒ははじめ，奈期工

の商商街に対して何の努力もしていないのではないかと考えていた。そして生徒のレポートがまとまり，最後に地

元商盾衝の方に来ていただき生徒と話をする場を設けたのである。そのとき若手の商庖主の方は次のように生徒遣

に語りかけた。「皆さんは，跡取りのいない屈に何百万円もかけますヵ、奈井江の商盾街はいま，二代目，三代目

方頑張っている人，もう自分の代で商売を止めるん奈拘工で商売を始めて頑張ってし、る人と様々ですユその中で

私たちは，たとえばホームヘノレパーの3級の資格をとり，お年寄りのために宅配をしたりしているんです。J

またこの頃，高校甥輸の文化ホーノレの使い方のマナ」が悪いということで話が出ていたのだが，商庖街の活性

化として文化ホールの使い方について高校生の意見をまとめたものを読まれて「これは皆さんが書カ寸Lたんですヵ、

ょくできているとおもいますよJとほめてくれたのである。

これらのことは，生徒達に彼らが普段見えなかった商居街の中万項張っている大人の姿を見させたので、ある。高

校生にとって大人はどのような存在だろう仇彼らにとって身近な大人とは耕市，親，そしてアルバイト先の庖長

であろうカ弘私はこのときの彼らはし、ままで、自分の見えなかった，頑張ってし喝大人，そして将来の自分を見たと

感じた。

チャレンジショップはこのように普段まったく接点のない大人と子どもの関係を作り変える働きをもつのであ

る。

大人たちはお客として，商売で交流する中で普段はだらしなし中蝕子をして，集団でいるときほ怖L河字在の高校生

が実は服装髪型からは祖像もできなし、自分の子ども，孫と同じ子どもであることを実感できるのである。このよ

うな関系はチャレンジショップのような機会がなけれ間前主しないのである。

5つめは「身近な地墳では流通していなし、他の地域の商品を流通させることで，商売の面白さに貴献もる。」商売

の楽しさは人とのふれあいである。雪印の集団食中毒事件などお客様の顔の見えな川倫理観の欠如した商売が

樹子してし唱。そのなかで，生徒達はこの辺では見ることのできなし、ような特産品を扱うことで，それを自信をも

って売り，お客さんが喜んで、くれることで自分も世の中の人のために何かできるん尤自分もまんざらすてたもん

じゃないという自信と誇りをもっ。人をた宣してもうけるのではなく，きちんとした商売をしてもうける喜びと楽
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しさがチャレンジショップにはある。

6つめは「他の学桝(農業高闘で生産された製品を，商業高校が販売するという特ヰの枠を越えた取り組みを

とおして，他の特ヰと同藍携を深め，生産から満直消費までを視野に入れた総創世受業実践を展開する。J

同じ専門高校に所属しながら，商業，農業，工業，水産の教員が集い，専門高校かかえる制度的な間魁長キ授業

づくりの悩みを話題lこする時，この間題は商業に限ったことではなく，例えば工業の教員も同じように悩んでいる

のだ，農業の教員も同じ様に悩んでし、るのだと考えさせられる時がある。特ヰの枠を越えた専門高校の持つ問題の

所在が見えてくるのである。

もし，帯可高校がお互いの交流をもっと広げたならばさらに教育的な効果はあがるぽずである。例えばコンピ

ュータ一つを例にしても，コンピュータの何を重んじて教えるかと言うことでも，工業の教員は市胸をあげてし、た

し，商業は情報を処理したり，使いこなす力に重きをおいていたことが以前研究会の討議の中で明らかになった。

しかし，どちらも生殺に悩要な知識である。特ヰの枠を越えて，商業の生徒もコンピュータの市胸にっし、て出荷

教育研究会が出している「オ」トマ君Jのような樹投働、制卸について学ぶことも有効だと考える。

生徒レベルではもっとお互いに学んでいることがわかっていなし、お互いに学んでいることを交流すれば，連携

した授業実践ができるぽずである。例えは農業高校の生徒の生産した商品を商業高校がインターネットビジネス

の練習で全国に売る。まさに，商届街ネットワ}クでK君たちが行ったようなことが可能となる。チャレンジショ

ップは学科の枠を越えた取り組みを可能にする。

資料5 当日の裏項

チャレンジショップ要項課題研究調査研究・商品グループ

1.目的 (1)地核の商盾街の活性化に商業高校生として協力する。

(2)日頃学習している内容を，チャレンジショップの実践をとおして，

期全会の中で応用してみる。また，日頃学習していることと耕挫

の結びつきを何食する。

(3)実際に空き盾舗を借り，営業手続きをしたり，チラシ，広告を撒く

ことをとおして商業高校生として商売のノウハウにふれる。

(4) 紺捕のなかで活顕している大人の姿を見せ，説~を持たせることで

視野をひろげる。

(5)身近創意肢では捕直していなb唱の地蛾の商品を流通させることで

商売の面白さに触れる。

(6)他の学科(農業高樹で生産され油品を，商業副交が販売すると

いう学科の枠を越えた取り組みをとおして，他の学専ヰと同韻発を深

め，生産から猫量消費までを視野に入れた総制強業実践を，展開

する。

2. 日程 10月21日(月 12:45~ 移動，開庖準備

13 : 30~15 : 30 営業

15: 30~後片付け

場所中央汁暢 砂')11市東1条北2丁目

3.引率教員及ひ参加生徒

引率教員佑謀琢磨，森政喜

参加生徒 3年商業科 大山(庖長)コーヒー販売

中村(副j吉国コーヒー販売

漂目広告宣云pop)コーヒ}販売
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地域商庖街と連携したチャレンジショップの取り組み

高橋 G嗣帯)コーヒー販売

角島(会計)うすかわ販売

多田(接遇)アイスクリーム販売

3年情報処理科三浦 O酷商設計)天売昆布販売

佐藤(~酎帝)とろろ昆布販売

4.取り扱い商品

生徒提案

①コーヒーモカ，ブラジノレ

②アイスクリーム倍見沢農業高校勝

教員提案

@天売昆布(天売特産9

④とろろ馬布灰売特薗

⑤うすカわけL瀬布町特酪

4.当日の生徒の様子

(1)庖長~新聞，テレピのインタビューに答える。積極均に売り込む。

(2)副庖長~コーヒーを一生懸命に作り，売っていた。呼ひ込みにも行っていた。

(3)コーヒー担当者~普段からほ聞象もで、きない責イヨヨ惑を発揮していた。コーヒーの持ち場を一度も自針もること

なくその責任を黙々と果たしていた。普段見られなし、一面を見ることができた。コーヒー

は私の予想に反してよく売れた。

(4)アイスクリーム担当者~前日の商品の陳列から普段コンビニエンスストアでア

/レバイトをしている力を発揮した。毘舟の陳列など商

品が見えるように台を置いたり工夫をしていた。

当日， POPが少ないということに気が付き，すぐに

POPを作るなt涜厳訪涼Ijくところを見せてくれたゐ

商品を売るときも，アイスクリームを売り，そのつい

でにコーヒーをすすめるなど感心させられた。

(5)とろろ毘痛担当者~お客さんが少ないと，ダンボーノレで看板を作り，国道沿いの樹昌司Tき，自発的に呼び
込みを始める。届長達もそれに続く。

(6)天売跡担当者~挨拶，商品の受け渡し，商融碍哉を生かし，売り込んでいた

(7) うすかわ担当者~制t提案したう材当わは殻lなかった。ブ唆苦戦しながら売っていた。

※ポスターや手書きのPOP広告をつくり，当日コーヒーを売るぽずだったA子は忌引きのため欠席。残念だった。

当日は奈井四Tの北良1帥I長がわざわざ開Tの砂)11市まで足を運んでし、ただき，生徒達を励ましてくれた。奈

財団T，捌 11市の広報担当者，新聞社市議会議員，商庖衡の方々キ吟枝毒蛾員など多くの方が来てくださり，商

品を買っていってくれた。

当日生徒たちは100円ショップで，自腹で毒損分も含めエプロンを買ってきてそろえていた。つぎの展開が見

えず，前刊器具の中での授業実践であり，生徒達も先が見えない不安がある中，教員に引き回される状態が続いた

中でこのエプロンを見たとき，生徒の中にもチャレンジショ yプハの想いがあることを感じた。生徒たちは大変よ

くやっていた。

25日に反省と決算報告をしたが，決算は予算自体を私が出しており，生徒に作成させて考えさせることはこの年

はできなかった。
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5.生徒の反省

生徒の言世Eをまとめたもの
(1)よかった点

・お客様が来た時笑顔で按ずることができた。

・お客様がたくさλ凍てくれたところ。それに，立ち寄ってくれた人たち。アイスクリ}ムが壬当部殻Lたこと0

・みんな力を合わせて取り組めたこと。みんなで楽しくキれたこと。けっこうな売上だ、ったこと。

・心もこもった接客をしてお客様が喜んで、くれ花。

・みんな楽しくやってくれたこと。

-協力できたこと。

-売上が目標を上回ったこと。

-けっこう来てくれたよかった。

・思ったよりも苦戦討動、られたゐうすカ当わが売れてよかった。

・少し赤字だったけど，チャラだったのでよかった。あと，きちんとあいさつできていた。

※生徒は， J吉舗を見学に行っており，人通りの少ないところであることを理解しており，その制兄の中でお客さん

が来てくれたことがうれしかったようである。また，生徒には瑚草できなかったかもしれないがお客としてきでく

だ、さった中央市場の方をはじめとして大人倒防気遣いを感じた。

学校祭などの行事ではなく，授業の中で生徒が協力し，まとまっていくという点でもこの反省を見る限り， rみ
んなで力をあわせた」という言葉のとおりの姿を当日は見ることができた。

(2)取り扱う商品はどうだった1.1''0来年もやるとす寸もばどんな商品がよいれb

・うすかわがあまり売れなかった。 来年はコーヒーを出す時にお菓子など出したらいいと思う。

・うすプかわはあまり多く仕入れなし坊が1，.¥1，. ¥C:思う。仮対にアイスクリーム)

※当日私はコーヒーなど飲みに来る人はし、るのだろうれ不安であったが，生当走の提案したコーヒーはよく指Lた。

教員倶Ijの提案した昆布，とくにうすかわは苦戦した。

(3)値段のっけ方，価格の設定はどうだ、ったか

・よかったと，思う。

・特に変えなくてもいいと思う0

.いし、と思う。

-ちょうどいし、と思う。

・それはよかったと，思う。

・普通だと思う;うすづがわは，ちょっと高いけど0

.ちょうどよいと思う。

・もう少し高くてもいいとおもう。

※値段の付け方は昨年は体系的にきちんとした授業ができなかったため，生徒も反省、はできなかったのではないか

と考える。この反省は次年度で活かされた。

(4)チラシの作り方，内容はどうだったれ

.内容もわかりやすくてよかったと思う。

・特徴が出ていてよかったと思う。目立つ感じになっていた。

.見キ寸くていいと思う。

・人それ剖1センスがあってよかった。

・みんなが作ったので、どれもよし、と思う0

.チラシの効果はなかったと，思う。
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地域商盾街と連携したチャレンジショップの取り組み

-チラシの作り方，内容はよかったのだが，あまりチラシ効果がなく残念だった。

.きちんとできていた。

※チラシについても，きちんと私自身が学んだわけで、もなく教えたので，このチラシの効果はないという生徒の反

省はこのまま受け止めることは難しし、昨年のチラシの作り方がはたしてよかったのか考えてみなくてはならな

い。この反省を活かして次年度はチラシ，広告についても学習し実施した。

(5)役創分担について

・よかったと思う。最後にはみんなで協力したから。

・コーヒーにもっと人をつけた方がよかった。でもだいたいは"'"、と思う。

. "'"、と思う。休んじゃったけど。

・みんな役創をきちんとこなしていた。

・みんながやりたい役創をしたので、よかった。

.客寄せ係りも必要だと思う。

・よく分担しており，よかった。

・みんなちゃんとできた。

※生徒自身の司会でみんなで話し合い，決められよかったと思う。

(6)全体をとおして改善すべき点

-奈井江商業訪2やっていることを，もっとアピーノレしたほうがよ加た。

.もっと客がくればよかった。

-変わりものを売らない。

・もっと客が来る時間に開居。

.特になし0

・もう少し売とをあげたかった。

※奈井江商業がやっていることをアピーノVすべきと言う生徒の言葉はうれしいものがある。

(7)中央市場の方へ手紙

・高校生活で、とれも思い出に残ったので，皆さんありがとうござ、、ました。

・中央市駅コみなさま本当にありがとうごさいまし丸また来年やる時はよろしくお願いします三

・砂川はちょっと冷たし、人が住んでし、るイメージでしたが皆さんやさしくしていただき，本当に感謝していますユ

ありがとうございました。来年もあればよろしくお願いしま七

・僕達高校生なので，二度と高校生の前で、タノ〈コを吸わないで、下さい。来年は徒輩がお世話になるかもしれません

がよろしく歩瀬いしますユ

・本当にありがとうございました。

(8)あなたの感想

・休まないで，やりたかった。でも，計画たてるのとかも楽しかったから満足。

.今度は奈井江でできたらいいなと思いまプ九

・とても楽しかった。

・ずっと客寄せ千系をやっていたので，寒かったですユ交替制にしてくれ.nばよかったと思し、ま七

-高校生活最後にして，とてもよい思い出ができた。思い出に残る屈のとおり，よし略識もできたし，良川思い出

だった。本当に皆おっカれです。

-もう少し人がきていれば黒字になっていたと思う。あと，みんながんばっていた。

;>，(4受業のなかで思い出が残る。お客さんが溜色えがちな時に自分遣で気転をきかして看板封切，客を呼びに行く
などの本当の意味での自主的な行動がで、るなど生徒の感想のチャレンジ、ンョップの可能性，楽しさがうかがえる。

このような販売やそこに至るまでの過程は大人になるためにすべての生徒が体験してよいものではないの仇3

チャレンジ、ンョップの取り組みの中に学校の外の世界と交流できる専門高校の持つ可能性を見ることができた。
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(9)打ち上げの日程 10月29日ωく)

6.担当者としてよかった点，反省点，問題点，はっとさせられた点

(1)よかった点

①まずはやりきることができた。

喧注徒の意見を尊重することの大切さをあらためて学んた生徒の提案した，コーヒー，アイスクリームは売れ

て，私の提案したうすつがわは，あまり売れなかった。

③出或の中に支えてくれる大人，頑張っている大人とこうりゅうできた。商盾街の人達，その他大熱

岳連受業の中で生徒が協力し，まとまる姿を見ることができた。

⑤他の学科と連携することができた。農業高校で生産したものを商業高校が売る。

@生徒の学校の価値観でははかれない実力を見ることができた。一元的能力主義では見えないもの。売り場を離

れることなくコーヒーを売るT君，商品の陳列などをするTさんなど。

⑦生徒のやさしさにふれることができた。

③チラシ作りなど普段学んでし、ることを調擦に応用してみることができる。普段学んで、し、ることと現謝士会との

結びつき=学習目的(な世主ぶのかの答えになるもの)

(2)反省点

q渦情的に奈裕がなく，教員が生徒を引き回した実践になってしまった。生徒はよく付き合ってくれたと思い感
謝している。

②一番生徒にやって欲しい，やらせたいことを教員がやってしまった。仕入先との到歩，佃轄の設定の原案，全

体をみること，商盾街の人とのこまかな打ち合わせ。その結果，地蛾の商盾衝の人との心の交流が中途半端だ

った。

③販売鞠洛に時間をかけられなかった。

(3)問題長

①まずは予算である。商品を仕入れる時の元手をどうする仇農業高校は，原材料費

があり，ジャムをつくって売るときも道費がつかえる。商業高校には原材料費にあたるものがなし、今年度(平

成 15年即に行った時は一人1000円出資してもらい， PTAからもいくらか出してもらい五謹|担当教員

が自腹を切るということはなくなった。しかし，元手がなければたくさん商品を仕入れることができず，今年

度(平成15年劇の取り組みでは開盾後30分で完売となり商品がなくなるとし、うことになってしまった。し

かし，いつも売れるとは限らず当然まったく売れないこともあるだろう。大人がやっても難しい商売を生徒達

が教育の中でやっていくのであるから失敗も許されなくてはならない。生徒達は失敗の中から学んでいくので

あり，その失敗の中から考え自分達の利益をあげるにはどうしたらよいのか，利益をあげる難しさを学んでい

くのである。今年度(平成 15年島はもし湾岸になったときは，一人 1，000円分の出資は帰ってこないと

いうこと切予った。商品を仕入れる時の資企各種許可料などの経費の予算付けなど問題は多くある。

②つぎに利益が出たらどうするのかと言う問題である。日本では起業家~ SOHOと

いっているが，その土壌となるものはあるのであろうか。アメリカの高校生は夏休みに自分達で、モップやペ

ンキをリサイクル、ンヨツプなどから買い，それを使って商売をするのである。どこかの庖員として働くことも

あるが自分遣で怖か寸ることも認められる土壌がある。その中から起業家と言う発想も出てくるのではなし、九

インターネットビジネスの世界では大学生が活躍している。

日本はどうであろうヵ、もし高校生がお金儲けをしたら，容付しなさいとし、う発想にならないだろうヵ、私

はこれでは，お金をもうけるということはどうし、うことなのか，あえていうなら正しし、倫理観の中で大をだま

すのではなく純酔な商売としてお金をもうけるとしづ教育はできないと考える。ゆくゆくは働くものとして，

働かされる，雇われるという関係から自分遣で仕事をつくる，自分達のもらっている賃金は木当に妥当なもの
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地域商庖街と連携したチャレンジショップの取り組み

かと考えていく力を養うことが大切であり，買い手としての商業較育の専門性のひとつであると考える。利益

が出たときにどうするのかということは，議論され，意見の分かれるところであるが，大いに議論しなくては

ならな川今年度(平成15年由服IJ益が出たので一人 1，000円の出資分を返し， 500円分を図書券で配当

した。

学校が金儲けの仕方を教えてよいのかどうか，意見の別れる所であるが，起業f鴎原子と言う時にはボランテ

ィア的な考えではうまくし、かな1，¥かといってもうけ主義に封1ば失敗は許されなくなり，教育からはかけ離

れてしまう。教員の力量が問われる授業である。

③本当は一定期間紺続して行うべきものであるが，授業の中で行うとなると町内のどこかに屈をかり営業をして

いくとし、うのはかなり難しし、かといって苦悶百動で行うのでは意坊がな川授業として行うべきものである。

④チャレンジ、ンョップをやってみて，自分で商売をする時，商庖を経営する時に必要な知識を授業の中で扱って

いないということに何度もぶち当たった。

教育課程の各耕ヰの授業の中味と生徒が本当に学び郎、ものとの聞に気を使ってし、る本校で、あってもズレが

あるのである。 Sc h 00  1 -T 0 -Wo r k，学校で学ぶ学習と職場を中心とした学習の統合，学校の授業

と現謝士会との結びつきを考えてもまだまだ，各教科の中味が本当にこれで、よいのか，そして3年間の教育課

程の中で連憐した中味となり，どんな学力がついていくのか者指すしなくてはならなし、。

(4)はっとさせられた長

~色徒の言葉

「思レ出に残る届にしたい。J

G時間的に余裕がない中で耕市が引き回した実践にi丘かったが生徒は自分の頭で考え，手l溢をあげるために協力

し，こちらで指示した以との行動をしてし叱。客の呼U氾み， POP広告。

信灘市の発想と生徒の発想のズレ

意識はしたが，ズレはある。

売る商品

耕市 「捌iIのリンゴ:農家で生産したリンゴで、ジャムを作ってはどう仇」

生徒 「ん}ーJ

耕市 「コーヒーなんかのみに来るのかな。」

調繋にやってみると飲みに来る。粉が余ったら粉を生徒は売っていた。

生徒の意見を汲み取る感性の大切さ。

④こいつらはできる。学校で見せているのが生徒の本当の姿と思ったら大間違い。彼らの世界は深川また，コ

ンビニエンスストアの教宥力l士すごし、。

7.チャレンジショップ後の取り組み

チャレンジ、ンョップの後の授業で、は主に製品の開発を行いました。

(1)ホッカイロ作り

高校生を対象にしたホッカイロの製f'Fa

内容①ホッカイロ製作学教

②商品名，キャッチコピー，ラベル作り

(2) リンゴジャム作り

来年度(平成15年島のチャレンジショップをにらみ，滝川で取れたリンゴを

使い，リンゴジャム作り。

内容①リンゴジャム作り。

②肉詰め，殺菌。
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おわりに

@商品名とラベル作り。

④POP広告づくり。

⑤自分の封土の商品を簡単なHPに載せてみる。

これからも，チャレンジショップのような地域の商庖街と結ひもついた商業高校の取り組みは増えてくると考えら

れる。何のためにやるのかを考え，生徒に自分達が学んでいる商業教育に自信と誇りを持つ取り組みにつながって

いければと考える。商業高校に限らず，他の学科と連携したチャレンジ、ンヨツプの取り組みをさらに発展させたし、

最後にこの取り組みに協力してくださった捌11市の商庖街の方々，本校の劉龍員の方達にこの場をお借りして一

言お礼を申し上げおわりとした1t¥，
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